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 株式会社メルクスシステム 



 

１．商品概要 

 

本製品は DICOM画像を iPad で手軽に閲覧可能にするシステムです。 

ICT 教育やインフォームドコンセント用のツールとして、歯科大学口腔外科のご指導・ご協力により

開発しました。 

特に歯科においては、口内法装置からの画像を５０種類の口内法テンプレートの中から自動的に最適

なフォーマットを選択して表示します。 

 

 

 

 

 

また iPadは、ICT教育において、学生が直接触れてさまざまな画像・コンテンツやシステムにアクセ

スするためのエンドポイントデバイスとして特に積極的に利用されています。 

本製品を導入することで、医療画像・症例コンテンツへのアクセスが容易となり、 

医科・歯科及び獣医科の大学・病院・リハビリセンター等の広範囲な用途に利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．特徴 

 

（１）DICOM STORAGEのサポート 

モダリティ装置・PACS・OsiriX等と接続して画像を取得できます。 

よって STORAGE後には、すぐに iPadで参照可能となります。 

DICOMファイルはセキュリティ上の理由から保存しないため、ディスク容量が軽減されます。 

（２）DICOM情報の表示 

   DICOMヘッダの表示・印字が可能です。 

（３）口内法テンプレート 

フォーマット表示は１枚画像として保存せずに個別に配列表示をするため、ディスク容量を軽減

します。また、見たい画像をタッチすることで、その部位のみ表示することも可能です。 

（４）スケール 

  画面上に移動可能なスケールを表示します。 

（５）ズーム 

   ピンチ操作による拡大・縮小、およびスワイプ操作によるパン移動ができます。 

（６）画像補正 

画像の明度・コントラスト・ウィンドウレベル調整・ネガポジ反転機能・回転を搭載しておりま

す。 

（７）画像比較 

   表示されている患者の検査データ履歴を抽出し、画像比較ができます。 

（８）描画 

   線・四角形・円・文字が記入でき、消去・部分変更・保存も可能です。 

   記入後は直ちに同一画像を表示している全 iPad に自動で反映されます。 

（９）トレース 

   Dicom画像にトレースができ、消去・部分変更・透かした画像との分離も可能です。 

   トレースした情報はデジタルデータとしてログインユーザ毎に保存できます。 

（10）印字 

iPad の標準印刷では、印刷ずれ・縦方向しか印刷できないという問題がありますが、独自の印刷

機能で全ての問題をクリアしています。 

・PDF として出力しているため、OS やブラウザの影響を受けず、表示された状態のまま印刷さ

れます。 

・iPadの向きで印刷方向（縦・横）を変えることができます。 

・インク節約の為、背景を白としています。 

（11）サーバー 

省スペース・低コストで高機能なストレージの構築が可能なＯＳを利用しているため、優れたコスト・パ

フォーマンスを備えています。また、サーバーにはログインせずに保守・メンテナンスが可能となっ

ています。 



３．使い方のイメージ 

 



 



 



 



 


